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Ⅰ．はじめに
　近年、Google Scholar による学術論文の検索やオープ
ンアクセス誌の飛躍的な増加などのニュースが頻繁に伝
わってくる。また、商業出版社によるバックナンバーも
含めた学術雑誌の電子ジャーナルの商品化が進む中で、
研究者による SPARC などの学術情報流通をめぐる活動
も広がりを見せている。
　そんな昨今の学術研究において、データベースや電子
ジャーナルなどのインターネットを使った学術情報資源
の大学における基盤整備の重要性が指摘されている。例
えば、科学技術・学術審議会　研究計画・評価分科会　
情報科学技術委員会　デジタル研究情報基盤ワーキン
グ・グループによる答申「学術情報の流通基盤の充実に
ついて（審議のまとめ）　平成14年 3月 12日」では、「電
子ジャーナル等の体系的な利用は、今後の学術研究の推
進のために重要であり、そのためには大学図書館を中心
として学内における情報収集の在り方について、財政的
な基盤を含め、学内の合意形成を推進しなければならな
い」と指摘している。この答申を受けて、全国の大学図
書館は、研究基盤としての電子ジャーナル等の電子情報
資料の整備に努力を行っている。本稿では、平成 15年
度から平成 16年度にかけて岡山大学が行った学術情報
基盤整備（電子ジャーナル・データベース・学生用図書）
を紹介するとともに、後半では基盤システムとして導入
した Serials Solutions 社の電子ジャーナル管理システム
「Access Management Suite 等」の機能紹介および感想
を記述する。
Ⅱ．岡山大学・学術情報基盤整備の経緯
　岡山大学における電子ジャーナルサービスを遡ると、
1998 年の Springer および IoP の冊子体購読誌を無償で
利用提供したことにはじまる。1999 年には、エルゼビ
ア社の国立大学を対象とした SD-21 プログラムに参加
したが、部局からの冊子体購読キャンセルが著しく予算
不足の結果、参加条件を満たさずに、2001 年にはエル
ゼビアタイトルの電子ジャーナルサービスが中断した。
2002 年からは、国立大学図書館協会（旧・国立大学図
書館協議会）タスクフォースによるコンソーシアムがは
じまり、岡山大学ではエルゼビア社，シュプリンガー
社，ブラックウェル社，ワイリー社の大手４出版社の電
子ジャーナルの購読提供をはじめた。但し、エルゼビア
社に限っては、文部科学省からの電子ジャーナル導入経
費の補助によって、ライフサイエンス分野のみの提供し
かできなかった。2002 年時点において、本学は他大学
と比較して、電子情報資源の整備に大きな遅れをとって
いた。このことは、サイエンスダイレクト（以下、「SD」
という）の国内同規模の大学で比較したＳＤ全文アクセ
ス数比較グラフ（図１）でも明らかになった。
　この結果は、岡山大学にとって非常にショッキングな
結果であった。岡山大学に電子ジャーナル等の電子情報
基盤を形成させるためには、「電子ジャーナルとはなん
であるか？」、「なぜ電子ジャーナルが重要なのか？」な
どの基本的な内容から現状と問題点を綿密に把握し、学
長及び大学当局を説得できる資料の整備を行わなければ
ならなかった。全学で学内合意を得られない限り、学術
情報基盤の危機的状態はいつまでも続くと考えた結果、
学長，副学長をはじめ、各学部長等や関係部署に説明・
理解を得ることこそが重要であった。
　大手出版社の電子ジャーナル継続が危機的状況になっ
た 2003 年夏、当時の井上前図書館長には全学の部局
長の元へ精力的に出向いていただき、岡山大学の電子
ジャーナルを中心とした学術情報基盤の危機的状況の説
明についてご尽力をいただいた。このことが結果から見
て、全学の理解を得られたことにつながったと言える。
2003 年秋には、全学学部長会議で「SD の契約モデル
の選択」と「全学・学術基盤電子資料（コア）の形成と
提供サービスを目指して」が審議され、SD・フリーダ
ムコレクションの導入を決定した。この結果、2004 年
１月からエルゼビア社電子ジャーナル全タイトルが SD
から利用できるようになった。図１で示した他大学にも
利用統計について御協力をいただき、導入前後の動向の
変化を分析した結果、①教員数と大学院生数を考慮した
他大学との全文アクセス数の格差は解消した、②人文系
の部局を除いて、全学的に全文アクセス数に延びが見ら
れた、③エルゼビア誌への抄録アクセスの減少と全文ア
クセスの急増がみられた。
　2004 年４月から国立大学は独立行政法人となった。
この結果、岡山大学の組織・体制も大きく変化した。図
書館の重要な決定事項は、大崎前副学長（研究協力・学
術情報担当理事、図書館長）のもと、学術情報部運営企
画室会議で決定することとなった。（図２）
　大手出版社電子ジャーナルについては、他大学に負
けない整備を行ったが、毎年の電子ジャーナルやデータ
ベースの継続を考えると、冊子体維持にかかる経費は学
部予算にたより、大きな問題を抱えていた。附属図書館
としては、全学予算による費用対効果を考えた学術情報
岡山大学における学術情報基盤形成と Serials Solutions 製品の活用
基盤（電子ジャーナル・データベース・学生用図書）の
整備こそが根本的な解決法であると考え、全学的な理解
を求めることとした。まず最初に、問題点の把握を以下
のとおり行った。
①電子ジャーナル等の位置づけ
　学術研究の流れについて、文献検索から成果情報の発
信までをフローチャット図（図３）で描いた。図３に示
すように、研究過程の中で参考文献は、「新しい研究テー
マの決定」や「研究過程における進め方・先進性・独創
性の確認材料」として非常に重要な情報となる。
　この繰り返しによって、新しい研究成果が得られ、科
学技術は進展・また新しい研究分野の創造や発展がなさ
れてきた。また、研究の国際化によってグローバル・ス
タンダードな研究が必要とされている。このような状況
を総合的に見ると、電子ジャーナルやデータベース等の
電子情報資料は岡山大学の学術研究にとって電気・水・
パソコンと同じインフラであると全学的に認識させなけ
ればならない。
②図書館資料費の把握
　平成 16年度の岡山大学における図書館資料費は学内
共通経費と文部科学省配分経費の合計で 98,685 千円
があり、支出構成は学生用図書に 24,796 千円・電子
ジャーナル・データベースに 40,639 千円・冊子体雑
誌に 33,250 千円であった。図書館予算の電子ジャー
ナル分は、大手 4社の冊子体購読維持分を除く電子分
経費として支払った。大手４社の冊子体購読維持金額
113,426 千円は、部局負担に頼っている現状は大問題
であった。また、岡山大学全体で約 75％の購読タイト
ルは、電子ジャーナルオンリーで提供可能であることが
わかった。
③電子ジャーナル継続の不安定化
　多くの出版社の価格体系に、冊子体購読規模維持の条
件があるが、学術雑誌購読において最終決定権は購読者
である部局や部局個人にある。大学の財政状況が厳しい
折、部局・部局個人の予算状況は決して安定していると
はいえない。ある学科や研究者によっては、光熱水料や
必要経費を払うと研究費がなくなるような話まで聞かさ
れた。冊子体購読維持金額を、部局や個人の購読金額の
積算に頼っている状況では、部局や個人の財政状況の悪
化がそのまま岡山大学の学術情報基盤（電子ジャーナル・
データベース）を揺るすことになっていた。
④学会系電子ジャーナルの重要性（参考２）
　大手出版社の電子ジャーナルサービスは、パッケージ
契約を基本としている。個別タイトルの購読も、出版社
によってはできるが、　岡山大学の場合、国立大学図書
館協会（旧・国立大学図書館協議会）タスクフォースに
よるコンソーシアムに参加してパッケージ契約を行って
いた。しかし、多くの学術分野において、中心的な役割
を担っている学術雑誌の多くは学会誌にあると考えた。
他大学では、American Chemical Society や IEEE などの
学会系電子ジャーナルパッケージの導入が進む中、本学
はまたもや遅れをとってしまった。
　このような分析結果から下記に示す内容について資料
を作成し、大学当局への度重なる説明を経て、2004 年
９月教育研究評議会に「図書館学術情報基盤（電子ジャー
ナル等）の整備について」を審議事項として諮り、全学
からの了承が得られた。
（１）図書館学術情報基盤の範囲
　①電子ジャーナル（大手出版社５社及び学会系等）
　②二次データベース（人社・自然・生命の主なもの）
　③学生用図書（年鑑・白書・統計類、和雑誌・新聞等含）
（２）電子ジャーナルの提供の方法
　①平成 17年以降大手出版社５社及び学会系等につい
　　ては原則として電子ジャーナル化されたものは全て
　　電子媒体で提供する。
　②平成 17 年度契約は平成 16 年度契約を基準にして
　　電子化を行う。
　③電子化されたものの冊子体を必要とする場合は研究
　　者個々人で対応する。
（３）図書館学術情報基盤の内訳
　①図書館学術情報基盤経費は３億円以内で運用する。
　この結果、大手出版社パッケージをはじめ、主要学会
系電子ジャーナル及びデータベースの基盤整備が実現し
た。（図４）そして契約についても節減努力を行い、国
内に事務所がある外国出版社で直接契約できる出版社
は、代理店を介さない方式で電子ジャーナルの契約を
行った。
Ⅲ．電子ジャーナル管理システムの導入
　次の課題は、データベースから電子ジャーナルへの
シームレスな論文入手の仕組み，オープンアクセスの電
子ジャーナルも含めた電子ジャーナルリストの整備と日
々の更新作業への対応であった。学術情報基盤整備に
よって、岡山大学の有償電子ジャーナルタイトル数は、
3,006タイトルから5,882タイトルと増加した。オープ
ンアクセスの電子ジャーナルを含めると、合計 11,499
タイトルとなった。岡山大学では、「MySQL+PHP」を
使って図書館が作成した電子ジャーナルリストを提供し
ていたが、日々変わる更新への対応は人手に頼っていた。
主な更新内容として、パッケージ製品の新規タイトルの
追加作業と、全文アクセスの閲覧可能年数の変更作業が
あった。人手による更新は、契約シーズンともなると、
各タイトルの更新は追いつかない状態にあった。一方、
OPAC への電子ジャーナル書誌・所蔵の登録については
一切行っていなかった。その理由としては、電子ジャー
ナルの場合、全文アクセスできる年数や巻号が頻繁に変
更するので、人手による方法では追い付かなかったから
であった。
　今回の電子ジャーナル数の増加によって、①データ
ベースから電子ジャーナルへのナビゲーション，②分野
別電子ジャーナルリストの作成、③電子ジャーナルリス
トの検索機能や信頼性の向上，④リストメンテナンス
の省力化を安いコストで実現することが求められた。こ
れらの要求を低コストで満たせる製品を探していたとこ
ろ、サンメディア社から米国 Serials Solutions 社の電子
ジャーナル管理システム「Access & Management Suite
等」の紹介があった。同様製品として、Ex Libris 社の
MetaLib+SFX があり、見積りをとてみたがあまりにも
高額であった。米国 Serials Solutions 社の電子ジャーナ
ル管理システム「Access & Management Suite 等」につ
いては、①米国での実績が高いこと、②安価であること、
③拡張性があること、④本学の要求に対応できることを
総合的に判断して、2005 年１月からサービスを開始し
た。岡山大学の場合は、「Full MARC RECORDS」（電子
ジャーナルの書誌マーク）及び「Article Linker」（論文
入手ナビゲートシステム）も同時契約を行った。約半年
使ってみて、導入当初に比べると、かなり機能が追加さ
れ、使い勝手はよくなった。
　次に「Access & Management Suite」の機能について、
紹介することとする。「Access & Management Suite」
には、利用者用機能と管理者用機能がある。通常、A to 
Z リストとして利用サービスを提供する機能は、前者に
なる。利用者用機能については、Serials Solutions 社ホー
ムページ（http://www.serialssolutions.com/home.asp)
に各製品の解説があり、米国の導入大学にリンクしてい
るので参照するとよい。
①　初期画面（図５）
　岡山大学の「Access & Management Suite」に接続し
て、表示される初期画面を図５に示す。初期画面の構成
は、ヘッダー部分，フォーム部分，フッター部分で形成
されている。フォーム部分は管理者機能から若干のカス
タマイズをすることができる。フォーム部分に表示の設
定ができるフォームを、下記に一覧する。
　但し、画面デザインが大幅に変更になるような設定は
できない。ヘッダー部分とフッター部分は、それぞれの
大学でカスタマイズをすることができる。岡山大学では
図書館のWeb サーバにタイトル用の GIF 画像を置き、
HTML 文で表示するようにしている。米国の大学図書
館では、大学のロゴを入れてアピールしているいる場合
が多い。
１．Browse e-journals by title
　　電子ジャーナルをタイトルのアルファベット順に並
　　べた A to Z リストを表示します。0-9, A から Z ま
での　　数字，アルファベットを表示し、クリックする
と電　　子ジャーナルのリストを表示します。
２．Find e-journals by title or ISSN
　　タイトルと ISSN から電子ジャーナルリストを検索
　　します。タイトル検索は、前方一致と完全一致およ
　　びキーワード検索ができます。
３．Browse e-journals by subject（Subject Browsing）
　　分野カテゴリーから電子ジャーナルリストを表示す
　　る場合に利用します。分野カテゴリーのカスタマイ
　　ズはできませんが、図書館側でホームページを作成
　　して、特定の分野カテゴリーの URL にリンクを貼
　　ることはできるようである。ちなみに、分野カテゴ
　　リーは Ulrich's Periodicals Directory ™から約 700
　　のサブジェクトが用意されている。サブジェクトは
　　３層構造になっており、各層のサブジェクトに電子
　　ジャーナルリストをリンクしている。
４．Search by DOI or PubMed ID Number
　　DOI（Digital Object Identiﬁer）や PubMed ID など
　　の論文固有の IDから「Article Linker」を使ってシー
　　ムレスに論文や収録タイトルの表紙ページ等を表示
　　したり、OPAC リンクで冊子体の所蔵状況の確認を
　　行うことができる。
　　電子ジャーナルリストに反映させた出版社や学会等
　　の電子ジャーナル統合システムやタイトルリストへ
　　のリストとして機能します。表示は、管理者機能を
　　使って簡単に行うことができます。
　　
②　電子ジャーナルの A to Z Ttile List（図６）
　図６は、初期画面の「Browse e-journals by title」か
らアルファベット「H」をクリックして表示される電子
ジャーナルの一覧表示（A to Z Ttile List）である。画面
の最上段には初期画面と同じように、タイトルをカスタ
マイズして表示する。その下には、0-9, A から Z まで
の数字，アルファベットと分野カテゴリーの選択フォー
ムを表示します。図７のリストでは、310 タイトルが
あり、200 タイトル単位に表示する。 ページ送りの表示
として、ページ数を表示する方法やタイトルの頭数文字
をインデックスとして表示する方法がある。電子ジャー
ナルのリスト部分は、１行目に電子ジャーナルタイトル
と「Article Linker」へのリンク口を表示する。２行目
以降は、電子ジャーナルで全文利用ができる巻号・年月
等の範囲と電子ジャーナルシステム名等を表示する。電
子ジャーナルのシステム名をクリックすると、新しい
ウインドウが開いて電子ジャーナルを表示する。複数の
プラットフォームから提供されている同一名称の電子
ジャーナルは、２行目以降に繰り返して表示する。シン
プルな画面ではあるが、「MySQL+PHP」で自己開発し
ていた時に比べると、利用者からの信頼性はかなり向上
したように思える。
③管理者用機能（図７）
　「Access & Management Suite」を導入すると、Web
を使って行える管理者用機能が提供される。管理画面に
入るためには、ログインが必要である。管理者用機能の
主なものとして、リストマネージメント，重複タイトル
の把握，統計機能がある。
１．リストマネージメント（図８）
　最も利用する機会が多いのが、リストマネージメント
である。リストに掲載したい電子ジャーナルが発生した
い場合、あらかじめ用意された出版社・アグリゲータ・
学会等のパッケージリストや個別タイトルリストの設定
で反映できる。パッケージ製品に含まれる特定の電子
ジャーナルだけを反映させることも可能である。
２．重複タイトル表示機能（図９）
　複数のプラットフォームから同一タイトルの電子
ジャーナルを提供している場合がある。このように重複
タイトルとして提供されているものが、どのくらいある
かを把握する機能として「Overlap Analysis」が用意さ
れている。アグリゲータのパッケージ製品を数多く導入
している場合などは、重複タイトルがどのタイトルであ
るかや重複率なども得ることができる。この機能は、リ
ストメンテナンスにおいて重宝している機能である。
３．統計機能（Usage Statistics）
　ここで言う統計機能は、「Access & Management 
Suite」を経由して電子ジャーナルページを表示した回
数をとることができる。タイトル単位や出版社単位と多
様な統計を取ることができる。岡山大学では「Directory 
of Open Access Journals 」や「Pubmed Central」など
のオープンアクセスタイトルも A to Z リストに載せて
いるので、これらのタイトルにどのくらいアクセスが
あるかを見ることができる。岡山大学ではキャンパス内
から電子ジャーナルに接続できることもできるので、こ
の統計は参考資料として活用している。現状では、電子
ジャーナルの利用統計（特に全文アクセス件数）は、出
版社・学会等の COUNTER 準拠による利用統計機能を活
用して取得している。
Ⅳ．まとめ
　岡山大学が、平成 17年度から電子ジャーナル，デー
タベース及び学生用図書の整備を全学の意志で成し遂げ
たことの意味は大きい。しかし、岡山大学は限られた予
算の中で、本当に必要で無駄のない学術情報基盤へと見
直していかなければならない。また、利用普及のための
リテラシー活動の内容・方法も相当に充実させなければ
ならない。これらの課題をどのようにクリアするか、ま
だまだ課題となる山や谷は数多くあり、現在が岡山大学
の学術基盤形成にむけた単なる通過点と認識して、本稿
を締めることとする。
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